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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。 

つ
い
に
関
東
地
方
は
梅
雨
明
け
し
た

よ
う
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
暑

い
日
が
続
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
水
分

補
給
・
エ
ア
コ
ン
の
適
切
使
用
な
ど
に

心
が
け
、
決
し
て
無
理
を
し
な
い
よ
う

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
暑
い
日
が
続
く
な
か
、
熱
い
日

も
続
い
て
い
ま
す
。
七
月
二
十
六
日

（
日
本
時
間
で
は
二
十
七
日
）
に
開
幕

し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

パ
リ
大
会
は
、
い 

ま
、
熱
い
戦
い
の
真
っ
た
だ
中
で
す
。
近

年
は
、
毎
回
新
た
な
競
技
が
加
わ
り
、

「
こ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
っ
た
の
か
！
」

と
、
新
鮮
な
驚
き
を
覚
え
つ
つ
白
熱
の

戦
い
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。 

現
在
の
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
教
育
者
で
あ
っ
た
ク
ー
ベ
ル
タ
ン

男
爵
に
よ
っ
て
、
１
８
９
６
年
に
第
一
回

ア
テ
ネ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

で
四
年
に
一
度
開
か
れ
て
い
た
オ
リ
ン

ピ
ア
の
競
技
大
会
を
復
興
す
る
だ
け

で
な
く
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
平
和

な
世
界
を
目
指
す
」
と
い
う
理
念
が
掲

げ
ら
れ
今
日
ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
平
和

の
祭
典
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
「
ル
ー
ル
を
遵
守
し
正
々
堂
々

と
全
力
を
尽
く
す
」
と
い
う
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
の
精
神
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
も

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴
で
す
。 

し
か
し
、
現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
、

平
和
の
祭
典
に
参
加
す
る
国
々
が
日

常
的
に
互
い
に
争
い
傷
つ
け
あ
っ
て
い

た
り
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
が
重
視

さ
れ
る
大
会
で
、
ル
ー
ル
を
破
る
よ
う

な
行
為
を
し
て
い
た
と
報
じ
ら
れ
る
こ

と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

平
和
を
願
い
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を
心
が

け
て
い
て
も
、
私
た
ち
は
縁
が
揃
え
ば

ど
ん
な
こ
と
で
も
し
て
し
ま
う
存
在
で

あ
る
と
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
す
。 

そ
ん
な
私
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
、
私

が
気
付
く
よ
り
も
遥
か
前
に
気
づ
い
て

く
だ
さ
り
、
真
実
に
目
覚
め
さ
せ
よ
う

と
働
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
阿
弥

陀
如
来
で
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
ど

ん
な
私
で
も
、
決
し
て
見
捨
て
る
こ
と

な
く
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
働
き
（
阿
弥
陀
如
来
）
に
は

本
来
、
色
も
形
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
そ
の
状
態
で
は
私
た
ち
は
働
き

（
阿
弥
陀
如
来
）
を
認
識
で
き
な
い
の

で
す
。
目
に
見
え
な
い
も
の
は
、
に
わ
か

に
信
じ
ら
れ
な
い
の
で
す
。 

そ
ん
な
私
た
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と

も
阿
弥
陀
如
来
は
と
っ
く
に
見
通
し
て

い
る
の
で
、
人
の
姿
で
現
れ
た
り
（
仏

像
・
仏
画
）
、
声
の
仏
（
念
仏
）
と
な
っ
て

現
れ
て
、
私
た
ち
に
働
い
て
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

至
れ
り
尽
く
せ
り
の
仏
様
で
す
ね
。 

暑
い(

熱
い)

日
が
続
い
て
ま
す 



 

－２－ 

 

熱い！講師の増田先生 

 

「お経の読み方」での 一幕 恒例のお供物ジャンケン 

７月がお誕生日の方と（私[伊藤]も７月） 

 

                     

                     

 

             

  

    

 

  

    

7月 14日（日） 午後１時～  法話：増田廣樹 師（茨城県 清心寺） 

                        お経：伊藤主管 
当日は１８名の方が参拝されました。 
増田先生の法話は、熱い中にも優しさがあふれ、時に笑いあり、時に涙ありで
皆さん熱心に聞き入っていました。 
法話に引き続いての「お経の読み方を学ぼう」は私（伊藤）が担当しました。 
まずお伝えしたのが「お経を読めるようになるのに、特別な才能は必要ありませ
ん、ただ続けることが唯一の上達法」ということです。 
これからも「分かりやすく」を心がけて開催しますので、是非ご参加ください。 

 

                              

７月７日（日） 午前８時～   当日は９名の方が参加してくださいました。 
いまの季節は雑草も元気になっているので 

                           大変ありがたかったです。暑いなか、本当にあ
りがとうございました m(_ _)m 
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東久留米分院より 
 

 

【盂蘭盆会・総永代経法要とは何？】 

           

          

      

 
奉讃会からのお知らせ 

 

 

【盂蘭盆会・総永代経法要・納涼会開催について】 

  暑い日が続いておりますが、皆さまお変わりありませんか？ 

さて、例年この時期に開催しております盂蘭盆会・総永代経法要・納涼会につきまして 

今年は、８月１１日（日）１３時から開催いたします。納涼会はお一人様会費２千円です。 

奉讃会員の皆様には、別途出欠のハガキをお届けしておりますので、出欠の返信を 

お願い申しあげます。ご欠席の方も人数把握のため、必ずご返信ください。 

また、当日の法要に参拝されます方は、過去帳を持参くだされば、本堂の仏さまの前に 

置いてお勤めいたします。皆様のご参拝をお待ちしております！ 

会長 熊谷 武 

  ※新たに奉讃会への入会を希望される方は、事務局（東久留米分院内）にご連絡 

ください 

〇盂蘭盆会 ← これってなんて読むの？ 

↑これは「うらぼんえ」と読みます。盂蘭盆会とは「お盆の法要」の正式名称です。 

今年の東久留米分院盂蘭盆会は、８月１１日（日）１３時から開催いたします。 

亡き人を偲びつつ、一緒にお参りしませんか？ 
 

〇総永代経法要って何？ 

  総永代経法要とは、どなたでも参加いただける永代経の事です。永代経とは、ご先祖を縁 

として、永代に渡って阿弥陀如来のお心を受け伝えていく、とても大切な行事です。 
 

盂蘭盆会・総永代経法要は、どなたでも参拝いただけます。皆様のご参拝をお待ちしており

ます。過去帳を持参くだされば、本堂の仏さまの前に置いてお勤めいたします。 

東久留米分院 主管 伊藤法友 
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東久留米分院の  行 事 案 内 
                            ―Schedule― 

 

                                    

８月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の行事予定 
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伊
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所 
 
 

東
京
都
東
久
留
米
市
柳
窪
５-

８-

３
０ 

電 

話 
 

０
４
２-

４
７
４-

６
７
８
７ 

編
集
後
記 

い
つ
も
「
と
も
し
び
」
を
お
読
み
い
た
だ
き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

東
久
留
米
分
院
に
着
任
し
て
一
年
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
の
一
年
は
、
と
に
か
く
新
し
い
こ
と
を

覚
え
る
の
に
精
一
杯
で
、
周
り
を
見
る
余
裕
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
様
の
お
力
添
え
の

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
何
と
か
や
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
少
し
周
り
を
見
る
余
裕
を

持
ち
た
い
な
ぁ
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

秋季彼岸会 

先
月
の
ご
進
納 

【
お
仏
飯
米
】 

神
谷
正
弘 

様 
 

山
下 

肇 

様 

田
口
康
子 

様 
 

中
村
勝
雄 

様 

髙
島
の
ぶ
子 

様 

【
飲
料
等
】 

 
 

神
谷
正
弘 

様 

 
 
 
 
 
 
 

（
順
不
同
） 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ご講師： 大中 真慶師（栃木県 法得寺） 

                                   

過去帳をご持参くだされば、阿弥陀様の前に置い

てお勤めします。是非ご参加ください。 

 

 

９月２３日（月祝） 午後 1時～ 

盂蘭盆会・総永代経法要 

８月１１日（日） 午後１時～ 

ご講師：小野島 良顕  師（東京都 稱福寺） 

 

お盆や仏さまのお話を、やさしく・わかりやすくお話

くださいます。是非お越しください。 

 

暑い日が続くなか、ひと時、暑さを忘れて参拝され

た方どうしの交流を深めましょう。参加される方は、 

事前に出欠の連絡をお願いします。 

お一人様会費２千円（当日集金）です。 

８月１１日（日）上記法要引続き 

納涼会 

境内清掃 

８月４日（日） 午前８時頃から 

皆さんが気持ちよくお参りできるよう、毎月第１日曜

に行っていますが、まだまだ人数が足りません！ 

皆様のご協力をお待ちしています！ 



 

  

－5－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


